
保健 研究部 
 

    大阪市立幼稚園 全５１園の養護教諭で構成している研究組織です。 

子どもたちの健やかな成長を願い、討議会や情報交換を通して資質向上に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８・９年度 研究主題 
 

幼児期の保健教育を通して、 

健康に生活しようとする意欲や態度を育む 

幼児期に心身の健康の基盤を育むことは、生涯にわたり健康的な生活を送るために重要である。基

本的な生活習慣を身に付けることや、自分の体に興味や関心をもち、大切にしようとする意欲や態度

が育まれることで、幼児は次第に健康的な生活への見通しをもって自ら行動するようになっていく。 

健康に生活しようとする意欲や態度を育むための保健教育を行うにあたっては、健康診断や健康観

察、救急処置、健康相談、環境衛生といった保健管理を通して得られる様々な情報を基に、幼児の実態

に即した課題を的確に捉え、一貫した指導を行うことが重要である。そのため、養護教諭には、これら

の情報を踏まえてねらいや目的を明確にし、専門性を発揮した保健教育を展開することが求められ

る。 

そこで本研究部では、保健管理による幼児の実態把握を基に、基本的な生活習慣の形成や、自分の

体に興味や関心をもち、大切にしようと自ら行動する意欲や態度を育むための、養護教諭の専門性を

活かした保健教育の在り方を探っていきたい。 

◆大阪市立幼稚園には、各園に養護教諭が配置されています。日々子どもたちの健康

や安全をサポートし、様々な保健教育を実施しています。 
 

◆本研究では、「養護教諭」の専門性を活かし幼稚園の養護教諭だからこそできる、幼

児期にふさわしい保健教育を通して、子どもたちが健康に生活しようとする意欲や

態度を育むことを目指していきます。１園に１人の専門職ですが、 

大阪市５１園の力を合わせて、子どもたちの健康のための取組を 

進めていきます。 
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